






山口でございます。わたくしより、全体を総括して説明いたします。

まずは第1四半期の実績です。
売上高、営業利益、経常利益は、第1四半期としては、過去最高となりました。
当期利益についても、ロシア事業譲渡に関連した特別損失22億円を計上していますが、
過去最高に近いレベルを計上しています。

CVは、先進国向けが部品不足の改善により増加したものの、
新興国向けは、市況が厳しく、減少しました。
国内向けの新型車は、生産を開始しており、受注も順調にいただいております。
今後、第２四半期以降に登録が本格化する見込みです。

LCVは、タイ国内向けが、ファイナンス環境の悪化により減少した一方、
輸出向けは、先期に部品不足により車両供給が遅れた豪州を中心に、増加しました。

損益は、販売台数の減少影響を、仕向及び車型構成の改善により抑え、価格対応、
原価低減活動による増益効果も加わり、資材費等の高騰はありましたが、
増益となりました。

続きまして、24年3月期の見通しについてです。
CVは、新興国向け需要は軟調も、先進国向け需要は引き続き強く、
全体では5月に公表した期初見通しと同レベルの販売台数を見込みます。
LCVは、先程申し上げたとおり、タイ国内向けの需要が厳しく、
販売台数は期初見通しからの減少を見込みます。
一方、輸出向けは、先期に供給が滞った地域を中心に、増加を見込みます。

損益見通しについては、第1四半期までの順調な進捗、足元で資材費等が想定を下回る
価格で推移していますが、市場環境が不透明なことから、
据え置きとさせていただきます。



24年3月期第1四半期実績の全体総括です。

グローバル販売台数は、CV・LCV共に先期から減少となりました。

損益につきましては、記載の通りです。

売上高については、販売台数は減少しておりますが、仕向・車型構成の変動、
円安影響、またアフターセールスの拡大もあり、増収となっております。



続いて、24年3月期の販売台数と損益の見通しです。

CVは、5月の公表から変更ありません。一方、LCVは、初めに申しました通り、
タイ国内向け及び輸出向けの台数を見直しております。

また、損益および配当の見通しについては、据え置いております。
私からは以上です。



続きまして、24年3月期第1四半期実績につきまして、私、山北より
ご説明いたします。



CVグローバル販売台数について説明いたします。

第1四半期は、先期に対して、国内及び北米向けが、
部品不足の改善により増加する一方、アジア・中南米等の金利上昇・インフレ影響、
及び一部地域における船舶不足により、全体では減少しました。



国内の全需とシェア実績です。

全需は、いすゞ・各社共に、部品不足が改善し、普通トラック・小型トラック共に
増加しました。

シェアは、部品不足の改善が進んだこともあり、普通トラック・小型トラック共に
増加しております。



LCVグローバル販売台数です。

タイ国内向けは、市況が厳しく減少となった一方、
輸出向けは、先期に部品不足のため満足に供給できなかった豪州を中心に
増加しました。



続きまして、LCVグローバル販売台数の通期見通しになります。

タイ国内向けは、当初想定していた後半期からの需要回復を見直し、
台数減としています。

一方、輸出向けは、先期に部品不足により供給が滞った地域を中心に、
台数増となります。



タイのLCV全需、シェア、及び生産台数実績です。

全需は、ファイナンス環境の悪化により、先期から大幅減となりました。
シェアは、先期から引き続き、高シェアを維持しています。
生産台数は、タイ国内向けの減少が大きく、先期を下回りました。



産業用エンジン、アフターセールスの第1四半期実績です。

産業用エンジンの出荷基数は、中国における建機需要が想定ほど回復せず、
先期並に留まりました。

アフターセールスの売上は、国内中心に需要を取り込み、
先期を上回るペースで拡大しています。



続きまして、営業利益の増減分析です。

資材費等は高騰したものの、仕向・車型構成の改善、価格対応、原価低減活動、
及び為替影響により、138億円の増益となりました。

為替実績は表に記載した通りでございます。



営業利益以下の説明です。

経常利益は、営業利益686億円から持分法による投資損益、
為替差損益などを加減し、749億円となりました。

当期利益は、経常利益749億円から
投資有価証券売却損益及び固定資産売廃却損益等、法人税等、
及び非支配株主に帰属する当期純利益を加減し、450億円となりました。
なお、ロシア事業譲渡に関連して、22億円の特別損失を計上しております。

以上をもちまして、
いすゞ自動車2024年3月期 第1四半期決算説明を終了いたします。
ご清聴いただき、有難うございました。








